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Research Abstract 筋内の酸素運搬機序や、運動などを⾏った際に酸素運搬の規定要因が何処にあるのかについては、未だ不明確なままであり、それは⾻格筋内のミオグロビンの
⽣理的役割の不透明さに起因していると考えられる。本研究では、近⾚外線分光法、ドップラー、NMRなどを⽤いて⾮侵襲的に⼈の運動中の酸素供給/運搬機序
を探り、鍛錬度や運動トレーニングによって、⾻格筋内の酸素利⽤度(酸素動態)がどのように変化するのかを明らかにしようとするものである。 
平成14年度(継続2年⽬)では、運動習慣のない健常男⼦⼤学⽣14名(平均21.3歳)を対象に8週間の持久性⾃転⾞トレーニングを⾏った。トレーニング後における
全⾝性の最⼤酸素摂取量は約15%上昇したが、膝伸展作業中の⾻格筋の酸素飽和度や⼤腿動脈の⾎流量は変化しなかった。しかしながら、膝伸展作業中の筋脱
酸素化レベルから推定される筋の最⾼酸素摂取量は、トレーニング後に有意に⾼値を⽰した。これらのことから、持久性トレーニングによって、全⾝性ともに
筋(局所)の酸素摂取能⼒は向上するものの、筋細胞内の酸素環境(筋細胞内酸素分圧)は、筋の有酸素性代謝の向上に対して強く関与しないものと推察された。 
また、成⼈男性8名を対象に、外側広筋へ電気刺激(EMS)を⾏い、運動単位の動員率が⾻格筋内での酸素の利⽤度に及ぼす影響について検討した。EMSの強さに
よって筋の発揮する張⼒や運動単位の動員をコントロールすることが出来る。異なる2種類のEMS強度によって、外側広筋に30%MVCと70%MVCの張⼒発揮を
させ、その際の筋酸素動態を観察した。EMS中の筋の酸素レベルは顕著に低下し、強度の違いが反映されなかった。このことは随意で筋収縮を⾏った場合の結
果と⽭盾する。したがって、今後、EMGやNMR (MRI)などの他のデータを参照しながら、さらなる検討が必要であると考えられた。 
なお、上記の研究成果を紙⾯発表すべく、原稿を投稿中である。
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